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要旨 
 就労継続支援 B 型(B 型)のスタッフの精神がい者への関わりに関する認識を調べ、福祉と




























そして就労への準備施設として福祉サービスの就労支援機関がある。2013 年 4 月から施工
された障がい者総合支援法では、障がいをもつ方の就労支援が強化され、一般就労に近いと
ころから、「就労移行支援」、「就労継続支援（A 型）」、「就労継続支援（B 型）」の 3 つに分
けられる。A 型は雇用契約を結び、給料があるが、B 型は就労訓練を行い、その対価に工賃
がある。そのため、精神障がい者は病院からの退院した後は B 型を利用することが多い。 
就労関連の先行研究として相澤 3）は、働くことは仕事を通して自己実現を図り、社会的な
役割を担い、収入を得るという意義があり、障害の有無に関わらず共通しているといい、就























対象者：対象者は九州内の 3 つの就労継続支援 B 型に勤務するスタッフ 6 名（男性 3 名、
女性 3 名）であった。年代は 30 代～50 代であり、B 型の勤務年数は 2 年～10 年であった。 


















1. 就労継続支援 B 型スタッフが重要だと考えていること(Table 1) 





























2. 就労継続支援 B 型のスタッフが困難だと感じること(Table 2) 


















3. 就労継続支援 B 型スタッフが今後必要だと感じる支援(Table 3) 














































































司・児玉 4）が行った、就労継続支援 B 型を利用する精神障がい者が希望する看護ケアには、
精神的な問題の他にも、「身体症状」「活動・休息」「薬」などが含まれており、本研究の「服




 【就労を継続するために B 型の支援があると良い】について、一般就労をしても、継続し
て B 型が利用できる方が良いと考えていた。就労移行支援では、訓練過程（就労以前）、就





















2. 就労継続支援 B 型における看護師の関わりについて 
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